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成果の概要/崔麗華 

国際連合食糧農業機関(FAO)主催の都市森林国際学会（WFUF）は 2018年初めてイタリ

ア・マントヴァで開催され、およそ 70カ国から来た研究者や団体が持続可能な都市、

そして健康な都市生活のために都市林が与える貢献について議論した。今回、第 2回都

市森林国際学会(2nd World Forum on Urban Forests)は米国・ワシントン DC で 2023 年 10

月 14 日（月）から 20 日（金）にかけて開催され、過去５年間世界各地の都市で行った

都市林の変化、新しいチャレンジ、新しい研究や、新しい技術を共有し、情報、ノウハ

ウ、知見を共有する場になった。 

 

学会は２名の教授、Professor Aruni Bhatnagar（Division of Environmental Medicine , 

University of Louisville）および Professor Frances Kuo (the Landscape and Human Health 

Lab, University of Illinois)の都市林が健康に与える貢献に関する講演によって幕を開け

た。講演で 2人の教授は都市森林が必要な理由を明確に示し、会場に集まった都市林分

野で活動している研究者、NPO、NGO、行政団体の取り組みを認め、学会の雰囲気を

盛り上げた。 

 

都市林が提供するクーリング効果が地球温暖化への対策として期待されており、私を含

む 12人の発表者がこのテーマに関して発表した。日本、ルワンダ、イギリス、ドイ

ツ、フランス、米国、オーストラリア、イタリア、ケニアなど、世界各地からの事例が

紹介され、都市林のクーリング効果に関する国際的な知識の共有が行われた。私は公園

内の樹冠体積と熱的ストレスの関連性を分析したが、他の研究者は蒸発散によるクーリ

ング効果や日陰の効果など、さまざまな視点から樹木のクーリング効果を評価する研究

を紹介し、学びの多い学会だった。また、都市の温熱環境を改善するためのプランを提

案するモデル研究も紹介された。これは、都市の規模や緑地のキャパシティに基づいて

適切な緑地を計画し、都市の暑熱環境を効果的に改善するための提案である。 
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す。 


